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会 議 録 
 

会議の名称 

 

 

第８期９月期 小金井市地域自立支援協議会 合同部会 

 

 

事務局 

 

福祉保健部 自立生活支援課、小金井市障害者地域自立生活支援センター 

 

 

開催日時 

 

令和４年９月１４日（水） 午後８時１５分から午後８時２５分まで 

 

 

開催場所 

 

小金井市役所 本町暫定第１会議室 

 

 

出席者 

 

 

 

【委員】※各専門部会の部会長のみ 

加瀬 進委員（会長、生涯発達支援部会部会長）、吉岡 博之委員（副会長、

相談支援部会部会長）、石塚 勝敏委員（社会参加・就労支援部会部会長） 

 

【事務局】 

自立生活支援課課長 

自立生活支援課相談支援係係長 

自立生活支援課相談支援係主査 

自立生活支援課障害福祉係主任 

小金井市障害者地域自立生活支援センター 

 

会議内容 

 

 

第８期９月期 小金井市地域自立支援協議会 合同部会のとおり 
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第８期 ９月期 小金井市地域自立支援協議会 合同部会 会議録 

 

１ 開会 

（会長） 

 合同部会を始めたいと思います。 

 部会からの報告の前に、事務局から新しい委員の報告があるということなの

で、よろしくお願いいたします。 

 

２ 事務局より  

（事務局） 

 橋本委員が委員を辞められるということで、後任の方として猿渡太育さんが

委員となられましたので、次の全体会で委員名簿を提出し、報告したいと思いま

す。以上です。 

 

３ 部会からの報告 

（１）生涯発達支援部会 

（生涯発達支援部会長） 

地域福祉推進委員会の委員については、畑委員が受けてくださるということ

で、異議はありませんでした。 

障害者週間のスペシャルイベントの司会進行ですが、生涯発達支援部会では

手を挙げるという人はいませんでした。全体会で決めるなり、話し合うというこ

とになりました。 

昨年度と同じスキーマでいくのであれば、小幡委員と佐藤委員が自立支援協

議会からの委員として出ているので、今年度でいえば、吉岡委員と塚口委員が出

るのがパターンとなります。吉岡委員が講演するので、塚口委員が司会進行とい

う考え方もありますが、塚口委員の日程やご意向もありますし、部会で決められ

ることではないだろうということになりました。 

アンケートについては、資料２の中で、「意見を求めます」と書かれた部分に

ついて確認をしました。今後は、タイトなスケジュールとなるので、まず、コン

サルタントと事務局で打ち合わせをし、たたき台を提示してもらいたいと思い

ます。それを元に事前打ち合わせをし、委員の皆さんにも事前に目を通してもら

い、それぞれの意見を集約します。そして、最終案の候補を１０月１２日に提示

する段取りでいかなければならないのではなければ、間に合わないのではない

かと思っています。 

それでは次に、社会参加就労部会からお願いします。 
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（２）社会参加・就労支援部会 

（社会参加・就労支援部会部会長） 

地域福祉推進委員会の委員の推薦のことについては、了解ということと、そ

の先の１期分のことについては本人が了解していただけるのであればそれで構

わないのではないかということでした。 

協議事項の方で障害者週間について、立候補はありませんでした。 

アンケート調査票の修正案については、資料２では特段、意見はありません

でした。追加資料については、質問の目的と問いの整合性や設問の設定方法な

ど細かい部分で色々と意見が出ました。コンサルタントがどのような意向で設

定したのか分からない部分が多かったので、その辺りを確認する必要があると

いうことでした。あとは個別の質問内容について、「こうした方が良いのでは

ないか」という意見が出たところです。 

 以上です。 

（会長） 

それでは次に、相談支援部会からお願いします。 

 

（３）相談支援部会 

（相談支援部会長）  

地域福祉推進委員については皆さん、了承ということでした。  

アンケート調査票の資料２につきまして、内容の確認を行いました。 

 追加資料の設問に関しては、色々な意見が出ました。設問の意図の確認に関

することや分かりにくいことについては補足を付けた方が良いのではないかと

いう意見が出ました。 

 障害者週間の司会などについてですが、立候補、推薦等はなく、合同部会に

一任するというになりました。 

（事務局） 

障害者週間のスペシャルイベントの役割の話になった時に、それぞれの部会

からそれぞれ何名か出て、検討するという案が出たことを報告します。 

 以上です。 

    

（会長） 

はい、ありがとうございます。報告について何か、追加事項はありますか。 

そうしましたら協議事項ということで地域福祉推進委員会の委員の推薦者に

ついては了解ということになりました。 

次回の協議会の実施形態について、障害者計画のアンケートを確定しないと
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いけないのですが、全体会にするのが既定路線かと思います。新規のコンサル提

案をどのように盛り込んでいくのかについては、事務局とコンサルタントとで

共通理解を持った上で、たたき台を示して、委員の皆さんの意見を求めるという

流れにしていかなければいけないと考えています。 

日程の話ですが、打ち合わせを２回入れようということになりました。１回目

が９月２２日（木）１３時３０分から１５時３０分になります。２回目が、１０

月７日（金）９時から１１時になりますが、よろしいでしょうか。場所はいつも

の場所ということでよろしくお願いいたします。 

障害者スペシャルイベントの講話資料ですが、生涯発達支援部会では特に検

討していません。 

（事務局） 

合同部会の資料になります。 

メールで配布していますが、副会長から「吹き出しがあった方が分かりやすい

のではないか」という指摘があった２か所を修正しています。 

後半については一部変更して、偏りのない内容にしています。会長からご提案

をいただいた、障害者権利条約（Nothing About us without us）の説明を加え

ております。スライド番号の２２以降を変更しています。 

SDGｓの１７の目標については、参考資料に掲載しました。 

これについては、特にご意見など無いようですので、このまま進めさせていた

だきたいと思います。 

 

（会長） 

次の開催日について、確認させていただききたいと思います。 

 

（事務局） 

次とその次の両方の会を全体会にすることもできます。というのも、例年です

と、専門部会では謝礼が発生しない仕組みになっているのですが、今年度につい

ては障害者計画策定に係る部会について謝礼が発生するため、全体会と同じよ

うな位置づけで開催できますので、「部会を全員で一か所に集まって行う」とい

うイメージで良いのかなと思います。 

 

（会長） 

全体会と合同部会が一緒というイメージでよろしいですか 

 

（事務局） 

はい。場所だけ変わるというイメージです。全員集まることが出来る場所とな
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ると８０１会議室になりますので、全ての部会を８０１会議室で行うというこ

とで委員の皆さんに通知をさせていただきます。 

 

（会長） 

では、次回の日程は１０月１２日ということでお願いいたします。 

 

本日はお疲れ様でした。 

 

                                    


